
　平成 12 年、現代表の大里氏が設立したベンチャー

企業である。同氏は、東京工業大学、大阪大学大学院

へと進み、バイオ関係で博士号を取得するなど遺伝子

解析に関する研究に携わっていた。地元に戻って、遺

伝子解析に関わるビジネスで起業したいと考えて、出

身地でもある福岡で創業した。

　遺伝子検査といっても、人の検査となると設備や人

員の問題などの基準をクリアするための資金が必要に

なる。そこで、ペットの遺伝子解析に着目した。ペッ

トの世界は、擬人化されていて同じようなシステムが

あり、ガンなどの疾病にかかるペットが増えているこ

とにも需要を感じ、動物の遺伝子解析を行う事業に着

手した。

　日本は少子高齢化や核家族化を背景に、ペットの需

要が増えている。一方、医療技術の進歩もあり、ペッ

トの寿命も長くなっている。その分だけ、病気にかか

るリスクも増えており、近年は、動物病院など獣医臨

床の現場においても、腫瘍疾患に遭遇する頻度が増え

ているという。

　腫瘍性疾患の治療は、手術や抗がん剤など体への負

担が大きい場合が多く、飼い主が、積極的な治療をす

べきか否か迷うこともある。考えられる治療法や治療

を行った場合のメリット、デメリットなどを飼い主に

わかりやすく説明することが求められている。

　そのためには、腫瘍の種類や悪性度について鑑別す

ることが必要である。このことは、腫瘍の正確な診断

に役立つ手法で、ニーズも高いと思われる。

　腫瘍とは、遺伝子に傷（変異）が蓄積した細胞が無

秩序に増殖することにより体内に形成 された細胞の

塊をいう。腫瘍は、細胞の形や並びが正常細胞とは異

なることがほとんどであ る。 腫瘍の種類や悪性度の

鑑別は、診断医が病変部位の細胞や組織の形態を顕微

鏡で観察する「病理組織学的検査」によって判定する

のが標準的な手法である。

　一方、遺伝子検査は遺伝病や感染症の分野での利用

がよく知られているが、近年は腫瘍の診断にも応用さ

れるようになってきている。「マイクロサテライト解

析」はその一つで、人医領域では 乳がんやある種の

大腸がんの診断に有用であることが示されている。

　マイクロサテライトは、特徴的な DNA の配列（反

復配列）を持つ領域のことで、哺乳類などのゲノム上

に広く散在する。マイクロサテライトは、他の領域に

比べ変異が蓄積しやすいことが解っている。この特徴

を利用すれば腫瘍の診断が可能である。すなわち、塊

を形成している細胞の DNA のマイクロサテライト領域

を調べ、もし変異が検出されれば、その細胞塊は、腫

瘍である可能性が非常に高いと判断できる。同社は、

麻布大学との共同研究で、マイクロサテライト解析が

犬の乳腺腫瘍の悪性度評価に有用であることを明らか

にし（平成２２年度 飯塚研究開発機構 研究開発委託

事業）現在実用化に至っている。

　病理組織学的検査の場合、転移の可能性などを考え

て、安全のために広い範囲の組織を切除するため、体

への負担も大きい。一方、マイクロサテライト解析は、

針で組織を採取するため、体への負担はほとんどない。

また、麻酔の必要もない。

　同社は、犬の乳腺腫瘍の検査法としてサービス化し

た「マイクロサテライト解析」 を、腫瘍診断の標準的

な検査となるように発展させ、将来的には検査対象と

する腫瘍を乳腺腫瘍以外に拡大することを目的として

いる。 

　この方法によって腫瘍を検出できる能力（検出感度）

は、腫瘍の種類によっても異なると思われるが、

８０％弱である。検出感度を上げるためには、検査す

るマイクロサテライト領域の数をさらに増やすことが

有効であるが、新規に導入するマイクロサテライト領

域が感度改善に寄与するかは実際にサンプルをもちい

て検証する必要がある。

　そのために、検査機器とそれに必要な試薬を購入し、

評価を行った。

　分析装置はアメリカ製のフラグメントアナライザー

を導入した。分析装置と試薬品は従来のものよりも安

価なもののため、マーかーの数を増やすことを想定す

れば、全体的なコストを抑えることができると考えた。

腫瘍サンプルは 16（悪性乳腺腫瘍 7、リンパ系腫瘍 9）

全てについて、8 つのマイクロサテライトマーカーに

成功した。その結果、悪性乳腺腫瘍 7 サンプルのうち

4 サンプルが陽性、リンパ系腫瘍 9 サンプルの内 2 サ

ンプルが陽性であった。

　今回解析を行った新規 8 つのマイクロサテライト

マーカーのうち、悪性乳腺腫瘍では 4 つのマーカー、

リンパ系腫瘍では 3 つのマーカーで明瞭な変異が生じ

ることが判明した。新たに 7 つのマイクロサテライト

マーカーが腫瘍の検出に有効であることが明らかに

なった。また、陰性を示したマーカーも明確になり、

今後、解析する対象となるマーカーを絞り込むために

有効な成果であったとも考えられる。

　今回の試験によって、マイクロサテライト解析が

ペットのガンなどの診断に応用し、従来法である病理

組織学的検査法よりも客観性が高く、比較的安価に腫

瘍の診断が実施できる手法であることが分かった。

　また、飼い主に対して、より細かなインフォームド

コンセントを行なうことができるようになる。犬の飼

育頭数は、2011 年時点で 1194 万頭とも言われており、

ペットのＱＯＬ（クオリティ・オブ・ライフ）を重視

する飼い主が多くなったことからも、マイクロサテラ

イト解析の需要は高まることと期待が持てる。

　今後の販売体制については、単独での利用も想定さ

れるが、現時点で腫瘍診断の標準的な検査法が病理組

織学的検査法とセット検査としての利用も十分想定さ

れるため、病理検査会社を通じた検査受託体制を整え

ることが有効であると考えている。
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